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１．研究の動機と背景

　大人になってから初めてピアノの練習を開始す
ると、なかなか進歩がみられず、意欲を失いかけ
る場面を見かける。保育士、幼稚園教諭、小学校
教諭を目指す学生のためのピアノ実技科目では、
毎年何人も、大学入学後初めてピアノの練習を開
始する学生が受講している。平成 24 年度に筆者
が担当した新受講生 33 名中 11 名がピアノ未経験
者であった。これからピアノを始める学生にとっ
ても、指導する側にもスタートが肝心である。
　基礎的な訓練を根気強く積み重ねることは、何
よりも重要である。そのためには、より多くの練
習時間を必要とする。しかしピアノ以外の科目も
勉強しなければいけない学生にとって、いかに短
い練習時間で効率の良い上達を得るかが課題であ
る。
　現代社会では、生活の中においてもどこかしら
で音楽が鳴り、多種多様の音楽を聴くことには慣
れている。大変複雑なリズムや変化に富んだメロ

ディーを聴くことにも慣れ、『耳コピ』1 といって、
楽譜という情報無しに音楽を再現する（真似する）
ことも、一般的である。聴いたことのある曲を、
歌えるようになる事とピアノで弾ける事は別で、
演奏できるようになるには時間も苦労もかかる。
　入門者にとって、楽譜上の音符やリズムを読み
こなすのが最初の学習である。運指をどうするか
考える、または指示された運指を守るというのは、
二次的になってしまう。あまり考えず決めた運指
で苦労している学生を見るにつけて、そのつまず
きに指導者が気づき個人に合った運指について提
案できるようにしたい。特にこれからピアノを始
める、ピアノ未経験者（本稿では、入門者と称す）
のための、運指の提案とその実践について述べる。

２．運指についての先行研究

　専門的にピアノの演奏を研究し、難易度が上が
ると、それぞれの作曲家の音楽言語に似合った表
現の運指が必要になる。それは、演奏者ひとりひ
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とりの手の大きさや、技量などによる個人的問題
でもある。ピアノ教育のスタイルは、一般に個人
指導で、師匠から弟子に伝承される。作曲家自身
が運指の指示を出す例もあるが、一つの曲に複数
の運指が提案されることは、一般的である。ここ
で、ピアノ中級の教材を例に検証してみる。バロッ
ク時代の作曲家、J.S.Bach 作曲のインヴェンショ
ン第 14 番（BWV785）変ロ長調の主題部分の運
指について、比較考察した。

表 1　

運指考案者（出版社 2）
●Aの運指 ●Bの運指

① K.Czerny　ツェルニー（全音）
1232132531 43235241*1

② H.Bischoff 　ビショフ（全音）
123213**** 4323524132

③ L.Landshoff 　ランツホフ（ペータース）
12321*1*** 4323**5132

④ A.Schiff 　シフ（ヘンレ）
1232151531 4323524132

⑤ E.Fischer　フィッシャー（ハンセン）
2343131421 4323524132

⑥ Jonas　ジョーナス（音友、ウィーン）
123214153* 4323*2**43

⑦ J.Thompson　トンプソン（ウィリス）
*****51421 4323524132

⑧ 井口基成（春秋社）
12321325*1 43235241*1

⑨ 市田儀一郎（全音）
12321325** 4323524132

⑩ 長岡敏夫（音友、原典版）
2131251*** 432352**31

⑪ 神沢哲郎（音友、学習版）
123213**** 43235241*1

≪表 1の数字について≫
5←楽譜で指示されている運指番号
5　← 指示はなくとも前後の運指番号及び旋律の

形からそれ以外の運指は考えにくいため筆
者が加筆したもの

＊←  指示もなく運指案が複数考えられるため数
字表記をしない部分

　
　次に、それぞれの運指の意図するものについて、
以下に考察する。

●A前半（BCDCB3）について、
順次進行の上行下行で、音域も長 3度と狭いこ
とから、どれも次に続く高音域のことを考えて
いる。このフレーズの最低音でもある最後のB
が（1例をのぞいて）1である。1を使わなかっ
た⑩長岡版は、経過音をあえて 1で弾くことに
よって、過荷重を回避して手の安定化を考慮し
たものと思われる。
　
●A後半（FDBFD）について
短 6度にわたる分散和音の跳躍なので、拡張の
安定を取るか、音色の均一化を優先すべきかで、
2音目のDの運指が、1と 2 の 2 つの意見に分
かれている。

●B前半（FEsDEsF）について
A前半と同様である。次に続く低音域のために、
運指の考え方は一致している。

●B後半（BDFAsG）について
A後半と同様、長 6 度にわたる分散和音で拡
張に耐えられ、且つ次に続く音（2小節 2音目
の Es）の運指が指示されていて、それにより
この最終音（Ｇ）の運指も 2通りに分かれた。

　このように、ピアノの学習を数年積み重ねた中
級クラスになると、運指の選択肢も増えてくる。
その中で、演奏者にとっての運指の習慣や、音楽
表現の嗜好によって、おのおの適切な運指を選べ
るように教員は指導すべきである。先行研究も豊
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富にあり、専門的な難易度の高い楽曲及びそれに
準ずるものについてである。本稿ではピアノ入門
者への運指の考察なので省略する。
　一方、入門や初級については、保育者養成課程
での運指についての研究がある。三宅・岩口（1997）
は、幼児歌曲で学習者がどの運指を使うかのアン
ケート調査を行い、旋律構造によって運指を決定
している結果が報告されている 4。また、同じく
岩田・三宅（1998）は、幼児歌曲とピアノ教則本『バ
イエル』との比較を運指法の視点で考察し、幼児
歌曲の演奏しにくさを指摘している 5。『バイエ
ル』の運指を出版年の違いから比較したのが多田
（2009）の研究である 6。幼児歌曲の運指について、
「ミソラド」を主とするポジションの取り組みに
ついて、三好（2012）がまとめている 7。そして、
竹内（1994）は小学校の歌唱教材の運指を、和音
での伴奏や重音の旋律など、やや難しい教材での
提言を述べている 8。
　ピアノがまったく初めてという入門者が、初見
で弾くときに、何を基準に運指を考えるかという
具体的な議論は、あまり深められていないのが現
状である。
　
３．研究目的と方法

　初めてピアノの練習を開始する学生が、初見で
取り組む様子から、うまく弾けない個所の運指の
つまずきの原因はどこにあるかを指導者がさぐ
る。そして、その原因を排除した運指を提案し、
今後のピアノ教育に生かしたい。ピアノ未経験の
11 名の学生の個人レッスンでの実践である。
　
４．ピアノ実技教材としての歌唱共通教材その旋

律の傾向について

　生まれた時からカラオケ文化があり、『耳コピ』
に馴染みがある学生にとっては、歌唱共通教材は
幼少より慣れ親しんだ身近な曲であろう。歌唱共
通教材とは、世代を超えて共有されている、我が
国で親しまれてきた唱歌や童謡、わらべうた等で
ある。日本のよき音楽文化を受け継いでいく大切
な役割のある楽曲である 9。ピアノ入門者にも親
しみがあり、これから教諭を目指す学生には必要

不可欠な教材でもあるので、より緊張感を持って
練習にのぞめる。しかし、ピアノで演奏するとな
ると、入門者にとっては、よく知っている曲では
あるが、簡単なことではない。
　歌唱共通教材（小学）は 24 曲ある。
どの曲も、短いながらも 2～ 4つの部分に分けら
れる。そのひとつのフレーズでの旋律の音域は以
下のとおりである。

表 2

曲名 フレーズごとの音域
うみ 長 6  完 810

かたつむり 完 5  長 6  完 8
ひのまる 長 3  完 4  長 6  完 5
ひらいたひらいた 完 5  完 5
かくれんぼ 完 5  長 6
春がきた 完 8  完 8
虫のこえ 短 6  長 2  短 6  完 8
夕やけこやけ 長 6  短 6  短 7  完 8
うさぎ 増 4  短 7
茶つみ 完 8  完 8  完 8  完 8
春の小川 完 8  完 8  短 7  完 8
ふじ山 長 6  完 8  完 8  完 8
さくらさくら 完 5減 5完 5減 5完 5
とんび 完 8  完 8  完 4  完 8
まきばの朝 短 7  短 7  長 6  完 8
もみじ 完 8  完 8  長 6  長 9
こいのぼり 完 5  長 6  長 6  長 9
子もり歌 長 6  短 6
スキーの歌 短 9  完 8  長 6  短 9
冬げしき 完 8  長 6  長 9  長 6
越天楽今様 完 5  完 5  短 7  長 6
おぼろ月夜 長 6  長 9  完 8  完 8
ふるさと 完 5  短 7  長 9  完 5
われは海の子 長 9  完 8  短 7  完 8

　初めてのピアノの練習では、5本の指の中でも、
比較的運動能力の高い、1．2．3 の指 11 から訓練
を重ね、次第に 4、5 の指も加えて、やがてどの
指でも自在に使えるように、長い年月をかけて訓
練する。たとえばバーナムピアノテクニック（ミ
ニブック）12 では、初めの 6曲は、1、2の指のみ、
7曲目から 1，2，3を使い、13 曲目から 4も加わ
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り、19 曲目で初めて 5本の指を使う。
　成人の一般的な手の大きさ（1オクターヴがと
どく）で、かつ指の独立や拡張の訓練が積み重な
れば、表 2の音域での旋律は、容易に音楽的な演
奏ができるであろう。しかし、手を広げた状態で
の指くぐりや、4・5 などスムーズに動きにくい
指の頻出は、入門者にとっては、まだまだ難し
い。小学校教科書の教師用指導書 9 の簡易伴奏に
おける旋律運指例では、4・5の指も頻繁に出現し、
また指の拡張も求められる。
　
５．考えられるつまずき

　指の訓練を目的とする曲ではなく、芸術作品と
しての楽曲をピアノ演奏する場合、次の考え方が
ある。
　曲想や和声の特性を考慮した運指。つまりテン
ポの速い曲や細かいリズムには、運動機能優先で、
また、音を保持して順次進行なら隣接する指を優
先して選択というように。和声進行により、緊張
と弛緩を表現すべき部分では、荷重にふさわしい
指と脱力に適した指。上級になればなるほど、運
指をどうするかによって音楽表現も変化し、個々
の技量に合わせて、最適な運指を考える力が必要
とされる。つまり、運指には正解がひとつではな
く、個人的な指の傾向や、音楽表現の嗜好を反映
させながら、推敲していくものである。
　ピアノに手を置き、その位置にて指示通りに動
いてくれる指を使って演奏するだけ、それは快適
なピアノの演奏の姿である。
　その対極で、困難を感じてストレルフルな運指
の要因とは以下のことが考えられる。
・指の拡張
・指の収縮
・指くぐり
・指超え
・同音連打の指かえ
・保持中の指かえ
・1の頻出
・4や 5の頻出
　以上の要因は、入門者に限らず、初級・中級者
にとっても配慮が必要である。ただし、上記の要

因をすべて排除して演奏する事は不可能である。
どれかを排除すれば、また別の困難が出現する仕
組みである。音楽表現を優先するあまり、学習者
のテクニックに不似合いな運指を選ぶ必要はな
い。また一方、弾きやすさだけでなく、音楽のニュ
アンスを豊かに表現することも常に考えての運指
でなければならない。この矛盾した 2点を考慮し
つつ、たとえ入門者であっても、音楽の理想の姿
を目標に演奏できるように運指案を考えた。

６．個人レッスンでの実践

　学生には、歌唱共通教材を『指導書の簡易伴奏
をつけて、両手で弾く』ことを目標に、初見で、
右手のみで旋律弾いてもらった。
　以下の譜例には、運指が 2とおり記入してある。
上段は、『教師用指導書　伴奏編』に記述してあ
るもの。下段は、つまづき回避のヒントとして、
筆者が示した一案である。ここでは右手の旋律し
か記譜していないが、左手での演奏も加わること
を配慮しての運指案である。

（1）かくれんぼ

　学生Aにとっては、5 の頻出、連打が困難で
あった。連打の5を4に変更することを提案した。
特に 6小節目の連打では、1への指交代により、
“フレーズ最後のニュアンス”という音楽表現が
配慮される演奏となった。
　他にも、冒頭の 5を 4に変更した方が弾きやす
いという学生が 1名いた。
　一方、冒頭 5のままでも上手に弾けた学生も 2
名いた。付点のリズムを演奏前から準備しており、
軽やかにはずんだ演奏であった。
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（2）かたつむり

　学生 Bは 10 小節目の、指の収縮がうまくいか
ず、同じ小節内でのポジション移動が不自然だっ
た。下段の運指案で、演奏することによって収縮
の不安定さがいくらか軽減された。一方、手が大
きめで、且つ、手を縮める動作をすばやくできた学
生2名は同じ個所を運指を変えずに難なく弾けた。
　学生Cは、4．5の指が動かしづらい状況にあっ
た。5小節目を 1からはじめることによって、フ
レーズを意識した演奏となった。6～ 7 小節目の
指超えが増えたが、1・2 の指が、きちんと構え
られていたので、安定していた。

（3）とんび

　学生Dは、1小節目の八分音符が連続する中で
の指くぐりが、間に合わず不本意なアクセントが
ついてしまった。筆者案だと、指くぐりはあるも
のの、付点四分音符の長さが幸いして、落ち着い
て弾けた。
　もともとの運指で上手に弾けた学生もう 1 名
は、手首が固まらずに、指くぐりの対応が自然に
できた様子である。

（4）ふじ山

　学生Eは、2小節目に忙しい思いをして指くぐ
りを弾くより、指を順番に使い、二分音符で伸ば
している間に指の押さえ替えをして、ゆとりが生
まれた。ただし、3小節目以降も同じフレーズが
続く音楽であるようにアドヴァイスした。他にも
2名、同じ事象があった。

（5）ふるさと

　この曲については弾きやすさだけでなくレガー
トも重視した運指案である。したがって、同音で
の指かえや、指の収縮が増え、全曲この運指を受
け入れた学生はいなかった。
　学生Fにとっては、3段目が 1小節ごとにポジ
ション移動があり、音楽の表現まで細かく切れて
しまった。幸い指の拡張や収縮がうまくいくの
で、拙案で長いフレーズをうまく表現できるよう
になった。
　学生 Gは腕の脱力が自然にできていたので、
冒頭部分を拙案で試してみると、流れが良くなり
音のつながりというものを実感できたとの感想が
あった。

（6）まきばの朝

　学生Hは指の押さえ直しがうまくいかず、押
さえ直した指で再打鍵してしまう、または時間が
かかってしまう状態であった。同音連打の指かえ
を試して解決した。他にもう一人同じ訴えであっ
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たが、二人とも鍵盤を押さえる力が弱く、やや指
の開きが狭い傾向があった。

（7）春の小川

　学生 I は、2 小節目最後の Cから Aにとどか
ずHを弾くというミスが続いた。拡張が均一な
拙案で、長いフレーズを体得した。手が小さいも
う一人の学生も、同じ事象であった。
　「かたつむり」で素早く収縮ができ手の大きめ
の 2名は、この曲でも素早く拡張して対応できた。
もともと手が大きく有利であったと思われる。

（8）茶摘み

　学生 J は、最後の 4小節での 4・5 連続運指が
難しい。もともと曲全体での 4・5 は半分近く占
めている。最後の 4小節は 5を使用しない運指に
より、精神的疲労から解放されたと、感想であっ
た。
　
（9）夕やけこやけ

　学生 Kは、9 小節目の、4・5 での符点で、弾
き終わった指が上がらない。細かいリズムなので、
5を避けて 3・4 を使う運指にして、指も上がり
リズムもはっきり弾けた。

７．結果と考察

　以上、9曲を演奏して、運指で配慮すべき点は、
5の指についての困難がいちばん多かった。5が
単独で、そしてリズムも細かくなければ、他の指
と大差なく使えるが、4・5の連続、細かいリズム、
という状況の中では、ほとんどの入門受講生が何
らかの困難にはばまれた。
　また、楽譜の指示通りで困難なく弾けた例では、
演奏開始前から旋律リズムを体で準備していたこ
とがあげられる。多少の困難も乗り切れるような、
音楽の流れが最初からできていた。
　一方、演奏のタッチが弱いと、せっかくの運指
も安定せず、指の拡張・収縮にも悪影響が出てし
まう。そういった意味では、普段からタッチの軽
いキーボードよりピアノでの練習を勧めたい。
　本人の努力と関係ないところだが、手の大きさ
で有利に演奏できた曲もある。しかし、大きいだ
けで、拡がらない、つかめない、という消極的な
姿勢では生かせない。素早い動作を心がけ、運動
能力や手首の柔軟や脱力など、総合的に音楽に良
い影響をもたらすと思われることは、運指のため
にも有効である。
　精神面での影響も考慮すべきである。本人に
とっての不得意な動きが続くと、ミスも多くなっ
てくる。たとえば、4・5の連続が不得意な場合は、
その負担を軽減し、そのかわり指くぐりや指超え
を含む運指に変更するなどである。
　入門者には、自分で運指を選べるほどの経験も
余裕も無い。それにもかかわらず、筆者がごく一
部分の運指案を示しただけなのに、今回は類似箇
所までも、その運指案を活用してくれるほどの進
歩を見せた。ほんの少しのヒントで、生き生きと
自信を持った演奏となることがわかった。
　選曲は、共通教材 24 曲のうち学生からの要望
もあり 9曲を選んだ。学生 11 名はそれぞれ自分
で選んだ 2 曲ずつ初見で演奏した。この例のみ
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歌唱共通教材（小学音楽）旋律の運指についてピアノ入門者のための

で、入門者の傾向を知るにはあまりにも少ない実
践例であった。しかしながら、本年度の受講生の
意欲向上が図られた。運指の視点からの音楽づく
りを試したことによって、半数以上の学生に効果
があったことを実感した。
　運指については大まかな原則はあるものの、同
じ曲を演奏する場合、個々の学生によって困難な
個所は違ってくる。個人の指の状態や音楽の感じ
方で個々のつまずきとなることがわかった。した
がって、運指については、入門者には、オーダー
メイドで対応すると上達に早く結びつくと考えら
れる。自分のくせや傾向を、自分で把握し、運指
を自ら選ぶ力がそなわるよう、指導者は慎重に対
応することが求められる。
　
８．実践の反省と今後の課題

　今回は右手のメロディーのみで運指を考えた
が、簡易伴奏とはいえ左手は入門者には更に難し
い。たとえば、音域の広い跳躍や、指の拡張を伴
う和音がある時は、右手はなるべく穏やかに弾け
るような運指で、両手になった時の余力を備えた
い。
　学習が進めば、両手及び弾き歌いの練習も必要
である。その対策にも、楽譜に書いてある情報を
自分なりに考えて音楽に表現する方法の、ひとつ
のきっかけになったと思う。
　今後は、共通教材だけではなく、さまざまな音
楽においても、各々に適した運指を選択できるよ
うに、学生の取り組みをていねいに分析し工夫を
していきたい。
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Piano Fingering for Melodies in Elementary School 
Curriculum Songs
― For Piano Beginners ―

MURAKI Youko

Abstract
　　Practical piano playing skill is essential for college/university students aiming to obtain teacher’s 
qualifications for nursery school, kindergarten and elementary school. There is an increasing number 
of students coming into these courses in recent years who have never played piano before. These older 
beginners often struggle due to the gap between their high motivation and poor dexterity. The paper 
attempts to mitigate the challenges they face, by improving the piano fi ngerings of melodies of songs 
that are included in the common music curriculum for elementary school in Japan. Taking up songs that 
are both familiar to the student beginners and will be necessary to lead the music class in future, the 
paper focuses on the fi ngering of these songs, with the aims of improving piano playing skills and raising 
motivation for the students. 
　　The study aimed to compare the relative merits of the piano fingerings that are stated in the 
teacher’s guide for elementary school music lessons and the original fi ngering devised by the author based 
on the general piano fi ngering theories, taking the balance between fi ngering diffi  culties and musicality 
in to consideration. Piano lessons were conducted for 11 beginner students and their fingerings were 
observed. Diffi  culties with the fi fth (little) fi ngers were most often observed. The original fi ngering can 
overcome these diffi  culties, showing its superiority. Since individual diff erences in piano fi ngerings are 
large among these students, individual attention in class is also important.

Key words :  Piano, Piano fi ngerings, elementary school music class


